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37)  奥寺 敬．脳卒中撲滅を目指して．ストップ！脳卒中プロジェクト 秋田県エリアセミナー；2018 Nov 25；秋田． 
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20；秋田． 
3)  奥寺 敬．JTAS セミナー2017-JTAS2017 の主な変更点．日本救急看護学会トリアージ委員会第 4 回ブラッシュアッ
プセミナー；2018 Feb 3；東京． 
4)  奥寺 敬，木澤晃代．JTAS2017 の研修概要について．東京都第 33 回／東京改訂第 2 回 JTAS プロバイダーコース；
2018 Feb 4；東京． 
5)  奥寺 敬，多賀真佐美．院内トリアージと JTAS2017．岡山県第 8 回/岡山県改定第 1 回 JTAS プロバイダーコース；
2018 Feb 17；岡山． 
6)  奥寺 敬，奈良唯唯子．JTAS の救急外来への導入と院内トリアージ．神奈川県第 14 回／神奈川県改訂第 1 回 JTAS
プロバイダーコース；2018 Mar 3；川崎． 
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会；2018 Apr 11；富山． 
9)  奥寺 敬．心肺蘇生研修 ICLS の基礎知識．第 89 回剱 ICLS 研修会；2018 May 12；富山． 
10)  奥寺 敬．ICLS ワークショップにおける指導．第 11 回剱 ICLS 指導者養成研修会；2018 May 12；富山． 
11)  奥寺 敬．松本サリン 解明は･･･．信濃毎日新聞（朝刊）．2018 Jul 7：39． 
12)  奥寺 敬．心肺蘇生研修 ICLS と国際ガイドライン．第 90 回剱 ICLS 研修会；2018 Jul 8；富山． 
13)  奥寺 敬．JTAS の救急外来への導入と院内トリアージ．富山県改訂第 1 回 JTAS プロバイダーコース；2018 Jul 8；
富山． 
14)  奥寺 敬，橋本真由美，山本由加里．ICMM（海洋医療初期対応）コース．日本臨床高気圧酸素・潜水医学会第 2 回
ICMM（海洋救急医療入門）コース；2018 Jul 8；富山． 
15)  奥寺 敬．特報とやま 教え子と知人奪った毒．北陸中日新聞（朝刊）．2018 Jul 16：1． 
16)  奥寺 敬．特報とやま 世紀末 富山の平均気温＋5℃!?．北陸中日新聞（朝刊）．2018 Jul 22：1． 
17)  奥寺 敬．日本の救急災害医学の最近の話題．上越総合病院救急医療講演会；2018 Jul 27；上越． 
18)  奥寺 敬，山崎早苗，奈良唯唯子．JTAS の救急外来への導入と院内トリアージ．新潟県改訂第 1 回 JTAS プロバイダ
ーコース；2018 Jul 28；上越． 
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20)  奥寺 敬，伊井みず穂，奈良唯唯子．院内トリアージと JTAS2017．長野県改訂第 1 回 JTAS プロバイダーコース；2018 
Nov 11；伊那． 
21)  奥寺 敬．我が国の救急医療の課題は Society5.0 で解決するのか？ 化学テロの実像-自験例をもとに．秋田県医師会
第 1 回テロ対応研修会；2018 Nov 24；秋田． 
22)  奥寺 敬，若杉雅浩，坂元美重，橋本真由美，奈良唯唯子．ENLS Emergency Neurological Life Support と神経蘇生シ
ミュレーション研修の位置付け．第 2 回秋田 ENLS；2018 Nov 25；秋田． 
23)  奥寺 敬，若杉雅浩．Society 5.0 における医療・教育．第 2 回秋田 ENLS；2018 Nov 25；秋田． 
24)  奥寺 敬．心肺蘇生研修 ICLS と国際ガイドライン．第 92 回剱 ICLS 研修会；2018 Dec 9；富山． 
25)  奥寺 敬．神経蘇生研修指導者ガイドブックと指導者養成ワークショップ（特別講演）．ISLS Metropolitan 2018；2018 
Dec 15；三鷹． 
26)  奥寺 敬．ISLS2018 研修の方向性．ISLS Metropolitan 2018；2018 Dec 15；三鷹． 
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